
豊島区リスクマネジメント指針に基づく

児童虐待による死亡・重大事案、児童福祉施設等における死亡・重大事案等発生時の基本フロー 

：区が実施 ：児童福祉審議会 ：その他

事案発生

指示

報告

当事者（発生施設等）による自己調査

【対象事案】

●区在住児童の虐待による死亡・重大事案

（区内施設・里親に措置されている児童及び区児童相談所に一時保護されている児童の虐待死・重大事案を

含む）

●保育所等の区内児童福祉施設、児童福祉法に基づく事業等における死亡・重大事案（※）

●報道等により区の対応が必要な事案 等

（※）区独自で児童虐待死亡事例等検証部会での対象事案とする

報告書・提言の公表、再発防止策の実行

施設・事業所管課による調査、特別指導検査等

児童虐待死亡事例等検証部会での検証

（事案に応じて、他部会委員及び臨時委員を追加）

児童虐待死亡事例等検証部会への諮問・報告

児童福祉審議会委員長・副委員長と協議

区への第1報

速やかに所管課から区長等への報告

↓

リスクマネジメント指針に基づく危機管理対策本部メンバーでの情報共有、事案に応じて本部開設

↓

初期対処方針決定

（事案の重要性を踏まえ、行政として可能な対処、庁内での役割分担、住民・マスコミ対応方針等を決定。

児童福祉審議会委員長、副委員長、部会長へ状況報告）

・警察捜査等の進行状況を注視

・当該児童への区（児童相談所、子ども家庭支援センター等）支援履歴等の確認

児童相談所の対応

被虐待児（生存の

場合）、きょうだい

の緊急一時保護・

施設変更・里親変

更をはじめ、心理

的ケアを開始

所内検証

（関与経緯等）

対象事案にあたることが判明 ⇒ 死亡・重大事案として対処

資料４


